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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
抑うつの早期介入は、自殺を含む負の影響を防ぐために重要である。大うつ病性

障害（MDD）を対象とした近年の血液バイオマーカー研究において、トリプトフ

ァン-キヌレニン及び脂質関連代謝物が MDD の病態生理に関わることが示唆され

ている。しかしながら、抑うつの早期介入において特に重要な初発・未治療の MDD
患者を対象に、これらの血液バイオマーカーについて解析した研究は限られている。

そこで本研究では、メタボローム・リピドーム解析を用いて上記血液バイオマーカ

ーを測定し、これらのバイオマーカーが初発・未治療の MDD 患者の臨床所見にど

のように関連するのか解析を行なった。その結果、健常群 19 名と比較し、MDD
群 15 名において、血漿トリプトファン値と血漿キヌレニン値が有意に低く、特に

血漿トリプトファンが MDD 群を有意に判別するバイオマーカーであった（曲線下

面積 = 0.740）。また、血清高比重リポタンパクコレステロール（HDL-C）がより

低値であることが、MDD 群の抑うつ重症度の予測バイオマーカーであった（決定

係数 = 0.444）。興味深いことに、抑うつ症状は血漿トリプトファン-キヌレニン及

び脂質関連代謝物と様々に相関していた。さらに、MDD 群において血漿トリプト

ファン-キヌレニン代謝物と血漿コレステリルエステルは有意に相関しており、一

方で、この有意な相関は健常群では認めなかった。以上の結果は、初発・未治療の

MDD 患者において、トリプトファン-キヌレニン代謝物だけでなく HDL-C 及びコ

レステリルエステルが重要な血液バイオマーカーである可能性を示した、初めての

研究である。 
 
以上の成績はこの方面の研究に知見を加えた意義あるものと考えられる。各調査

委員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問を

行ったがいずれについても適切な回答を得た。 
なお本論文は共著者 10 名以上であるが、予備調査の結果、申請者本人が主体的

役割を果たしていることを確認した。 
 よって調査委員合議の結果、試験は合格とした。 

 


